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資
本
-が
特
定
の
人
々
の
手
中
に
蓄
*

せ
ら
.る
、
や
直
ち
.に
、
彼
等
の
或
者
は
勤
勉
な
る
人

々

を
雁
つ
て
勞
勵
に

從
 

事

せ

し

め

て

之

に

，材

料

せ

生

活

資

料

を

供

•給
し
、
以
て
彼
等
の
努
働
成
染
を
販
賣
し
又
《
彼
等
の
勞
働
が
材
料
の
價 

«

に
添
加
す
る
處
に
依
‘つ
で
利
潤
を
獲
得
せ
ん
ど
す
。
貨
幣
勞
慟
其
他
の
i

-

c
完
成
品
€
を
交
換
す
る
に
歡
つ
て 

は：

材
积
の
價
格
及
び
勞
, «

激
の
勞
级
を
正
に
支
拂
ひ
得
：ベ
き
處
以
上
に
、
何
物
か
ゾ
そ
：の
資
本
を，> J

の
胃
險
に
ネ
ノ 

た
る
企
業
家
の
利
潤
ビ
し
て
與
ぇ
ら
れ
ざ
る
ベ
か
ら
す
。
故
に
勞
働
考
が
原
料
に
添
加
す
る
®

姐
a

、
此
の
場
合
一
一 

つ
に
分
た
る
。
>

の
ー
は
#

銀
を
支
拂
ひ
、
他
は
雇
主
が
前
拂
せ
る
材
料
及
び
勞
銀
の
全
メ
.ト
ッ
ク
に
對
す
る
辰
主
の 

利
潤
を
支
拂
ふ
.°

屉
主
«

勞
慟
成
*

の
販
賣
ょ
り
し
て
、®

己
の
資
本
を
補
填
す
る
に
足
る
以
上
に
町
勿
か
の
W

待
な 

:

ぐ
ん
：ば
"

勞
働
者
を
; 1
,傭
す
：る
の
鳴
味
を
有
す
る
能
は
ず
。
又
彼
の
利
潤
が
そ
の
資
本
の
大
小
に
柯
程
か
比
例
せ
ず 

ん
は
、
小
资
本
ょ
り
も
大
資
^

を
使
用
せ
.ん
^

す
る
の
典
味
を
有
せ
ざ
る
ベ
し」

/
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ス
ミ
メ
は
电
の
如
ぐ
云
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、
に「
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ス
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ン
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•
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ジ
I

J
の
只
影
を
.み
る
。
.
即
ち
典
處
に
、「

现
在
の
快
樂」

ど「

將
來‘Q

.

利
濶」

の
對
.立

を

み
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I
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.
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0而
し
^

ス
、、、
ス
に
.在
つ
.て
は
利
«

は
地
代
及
、び
勞
鈒
ど
共
|:

自
然
價
格
の
'

部
を
形
成
し
、
市
場
價
格
ば
該
自 

然
價
格
に
ー
致
せ
ん
6

す
る
0

倾
向
を
有
す
。
自
然
價
格
：は
游
局
生
產
®

に
歸
着
す
。
日

く「
I

物
の
價
格
が
.自
然 

ソ
S

丨
^

纟
.る
れ
代
勞
銀
及
び
丰
浪
を
支
«

ふ

に

足

そ

れ

以

下

に

も

以

上

に

も
#

ざ
る
時
、
貨
物
は
■そ
；の
自
然
價 

格
6

稱
せ
ら
.
る
べ
き
も
の
に
て
賣
却
せ
ら
る
。
か
く
て
貨
物
は
そ
の
價
す
る
處
の
も
の
、
即
ち
之
を
市
場
に
潇
ら
す 

人
に
眞
實
に
费
え
ど
な
る
處
の
も
の
に
て
販
賣
せ
ら
る
し
ど
^

ぐ
氧
ン
ノ
フ
^

^

.y

ガ
ァ
ド

ォ
も

亦
生
產
#

を
以
|て
價
格
を
窮
掃
に
文
配
す
る
も
の
ど
信
ず
0「

貨
物
，の
價
格
を
窮
岢
に
文
犯
す
る
も 

;0
;は
生
產
#

.に
し
て
"
職

: 1

目
«

れ
だ
る
如
く
策
耍
ど
供
給
の
比
に
非
す」

^.

。
又
日
く「

貨
物
の
相
對
的
價
値
は
、
そ 

の
生
_

に
|投
じ
.ら
れ
た
る
相
對
的
勞
働
な
、」

ご
；2
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.生
產
费
中
に
利
潤
が
入
る
：べ
き
や
：否
や
は
必
す
し
も
明
瞭
な
ら
ず
。
元
來
實
業
界
の
人
に
し
て
V
利
_

の
柯
た
る
か 

:
を
熟
知
せ
る
彼
じ
ビ
つ
て
、
之
が
抽
象
的
論
議
は
多
く
の
興
昧
を
喚
起
し
得
ざ
り
し
な
る
べ
し
。
.
併
し
乍
ら「
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も
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資
本
利
潤
の
本
質
ど
は
如
何
、■
又
如
何
に
し
て
そ
は
發
生
す
る
や」

。
こ
れ
口
ゥ
ダ
ー
デ
ィ
ル
が
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せ
る
疑
問
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こ

れ
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に

彼

以

前
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充
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に
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定
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々
の
手
中
に
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せ
ら
る
、
や
直
ち
に
、
彼
等
の
幾
人
か
は
、
勸
勉
な
る
人

 々

を
雇
傭
し
之
に
.材

料

ど

雄

活

ざ

を

供

給

し

て

，、
勞

働

に

從

事

せ

し

.め
、

彼
等
の
勞
作
物
の
，販

賣

又

は

彼
等
の
勞
働
が 

材
料
の
價
値
に
添
加
せ
る
處
に
侬
つ
\
て
、
利
觸
を
爲
さ
む
.ビ
す
。
貨
幣
勞
働
又
は
他
の
財
ミ
完
成
品
ビ
の
交
換
に
於

tr

二
'
.
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で
材
料
の
‘慎
格
及
び
勞
働
者
の
勞
f

支
拂
ふ
に
足
る
以
上
に
何
物
か
ミ
そ
の
資
本
詹
s

l

,

i
し
2

 

企
業
家
の
利
潤
に
對
し
て
與
え
ら
れ
f

 V

か
ら
，

故
に
露
者
が
原
料
に
添
加
せ
る
I

は

こ

雪

合
，
一『

っ 

に
分
坪
し
、
そ
のj 

H

勞
銀
を
支
拂
ひ
他
の一

は
材
料
及
.び
勞
銀
の
全
ス
ト
ッ
ク
を
.晴
し
た
I

人
の
利
f

支
拂

當

い

ひ

、
5

彥

|

し
て「

|

の
利
|

3

|

の

霞

即

ち

，|

及
び
_

|

5

|

の
別
名

ど

考

え

ぅ

*

へ

し」

故

に

そ

H
「

勞

働

.の
：處

產

よ

り

の

擦

除

な

な

」
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0

.み(
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口
ゥ
ダ
丨
デ
ィ
ル
は
f

評
し
て
、「

劳
し
斯
說
：に
し
て
資
本
課
の
疋
當
且
つ
f

る
I

f

ど
せ
/ 
,
 

0 

I本
ネ
_

は
收
入
の
派
生
物
に
し
て
そ
の
源
费
非
t

從
I

資
本
は
富
の
0

M

S

0

? 
6
、
を
接
す
。
そ
の
利
得 

は
勞
働
者
の
懷
中
i

資
本
所
有
者
の
懷
中
へ
f

れ
J

も
の
S

I

る
べ
し」

5

へ
る
も(

s

f

 

N
 

後年の

f

主
義
者
の
如
ぐ
、
：之

を

堇

す

4
な
ぐ
？

で
自
說
を
主
張
し
S

ぐ

「

利
？

る
も
の
は
、
資
本
. 

な
力
容
は
人
手
を
以
て
I

s

れ
る
べ
き
一
部
の
勞
働
の
代
I

資
本
が
な
す
馨
し
ぐ
は
、
人
間
自
身
の
努
力
が 

完
成
し
能
は
ざ
る
部
分
の
勞
働
を
爲
す

事よぅ

發
す」

ど沄へり

S
, 

3

.
一

.
 
f

ば

そ

は

生

蜃

中

に

受

ヤ
|

た
る
や
否
や
，
不
幸
に
し
T

f

 

s

1

1
な
し
o

::

マ
ル
サ
ス
に
從
へ
ば
：

1

切
S

換
價
値
は
そ
の
名
の
示
す
が
如
く 

J

物
を
他
物
f

交
換
せ
ん
ど
す
る
意
思
及
び 

力
に
基
<

o

凡
ゆ
る
交
換
は
よ
I

ぐ
欲
す
る1

貨

物

墓
f

何
等
か
の
他
貨
物
を
與
ぇ
ん
ど
す
る
S

S :
び
力 

の
み
な
：I

"

 

I

欲
I

貨
1

所
有
者
侧
§

て
f

れ
に
對
し
s

f

ん
I

る
f

に
對
し
、
f

t

l

石
1

5

f

ベ

か

ら

ま

、
か
，
、る相
互
的
屢
の
存
す
る
時
に
の
み
.

交
換
は
成
立
の
可
能
性
を
有
す
。
旣」

,

i

る
8

の
存
す
る
時
"

交
換
の
成
立
す
る
率
即
ち一

定

量

の

他

碁

に

對

し
"

一

貨
物
：S

I

る
、

⑶

-

^

脊

る

S

及
び
そ
の
所
有
を
看
す
る
の
聲
に
基
い
て
，
當
事
者
が
貨
f

 
#
し
て
抱
く
尊
重
の
柑

i f
l

l

彥

|

る
> 
か

そ

て
結
淳
れ
た
I

約
は
f

人
の
願
望
I

の

I

f

f

l

f

s

 

T

I

' 0

る
5

た
る
も
一
S

啤
を
經
i

均
を
生
ず
。
か
く
て
一
切
の
貨
物
に
就
い
て
通
用
偾
値(
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u
r
r
e
n
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v
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1
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。
 

f

丨
此
の
t

交
換
價
値
は
交
趣
の
意
f

力
に
基
ぐ
。
こ

の

重

ビ

カ
S

屢

及

び

供

給
I

る
。
か
ぐ
て
貨
物 

:

相
對
的
偾
値
は
供
給
I

比
f

れ
た
る
雪
に
依
つ
て
定
ま
る
。
決
し
て
I

若
し
ぐ
は
供
給
の
一
方
▲

貪
 

.;

な
<

常
に
栩
互
の
»

係
に
»

ぐ
0;
:
: 

ィ

,

ノ 

/

丨
表
の
ネ
樂
係
ね
交
換
價
値
を
し
て
窮
局
そ
の
生
，產
費
に
歸
着
せ
し
む
。
こ
の
場
合
、
蕾

®
な

る
 

;:
:

.
も
S

ァ
？

ス
ミ
ス
の
.

®
め
2

要
素
を
總H

包
含
す
る
も
の
X

解
甘
ざ
るV

か
ら
？

い
ふ
。
即
ち
利 

!'
:

勞
飯
の
三
者
を
包
八rn

す
る
限
^
^
に

於

て

の

み

然
る
ど
い
ふ
广
* 

'
 

ィ 

に

言

て

之
i

f

る
I

は
S

S

係
I

t

は
い
' 

2

 

I

て
人
辟
の
努
力
S

介
I

る
も
の
な
る
を
以
て
、
f

 

:

l象
I

給

气

か、
る
努
力
の
？

方向，過去の

書

1

1

。

I

 繼
f

 
れ
|

め

■!

の」

者
ヵ
雜
®
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r

#
鈴
さ
れ
得
る
に
足
る
價
格
を
必
要
ど
す
、

マ
ル
サ
ス
は
之
を
必
要
價
袼
ミ
い
ひ
，
こ

5
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e

f
 

O
H
S
」

に
於
て
貨
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の
&
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値
€

«
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然

的

普

通

の

狀

態

に

於

け

る

^
®
-

)

レ
て 

そ
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i

的

生

審

即

ち

供

給
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に
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つ
て
決
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;

る」

S

ひ

、

「
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號
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六

じ
し
く「
供
給
條
伸
ど
は
砠
康
に
必
®

な
；‘る
蓄
S

働
及
び
直
接
勞
働
量
の
前
柳
に
し
で
.、
該
前
拂
が
爲
美

^
る
0 

問
に
-對
す
る
通
常
の
利
溯
(:

等
し
き
利
率
^

4
 c

e
n
t
a
g
e
)

を
含
む」

ど
明
言
せ
：な
事
に
.依

ヶ

て

(
D
e
f
b
i
t
f
o
n

 

.In 

P
O
I
V
.

E
C
O
.

 

J
S
2
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生
產
费
中
に
利
潤
を
：包
#

せ
し
め
、
交
換
價
値
が.

窮
局
.ご
.
の
生
產
費
'に
支
配
せ
ら
る
、
.を
認
め
た
る
も

v
®

v

い

ふ

を

得

べ

し
.0
’
' 

, 

. 
ノ
 

:

.
マ
J

ッ
ク
に
從
へ
ば
、
'
4!
產
^
は
旣
存
の
物
を
占
有
し
變
化
し
以
て
>
‘吾
入
の
欲
槊
を
滿
足
し
吾
人
の
-享
樂
に 

貢
献
す
る
に
適
せ
し
む
る
事
に
.依
つ
て
、
效
用
、
從
つ
て
‘交
儘
値
を
生
產
す
る
の謂

な
..：： V。

.
故

に

か

く

用

ゐ

ら

る

'
、

勞
働
の
：み
が
赏
の
满
泉
な
h

。
自

然

は
j

切
の
貨
物
が
f r

ら
る
> 

ベ
ぎ
物
質
を
自
發
的
に
供
給
す
る
^

*

も
、
そ
の 

物
質
の
占
有
又
は
之
を
：吾
人
の
用
に
適
せ
し
む
る
爲
め
に
勞
働
が
费
r
cる
、
迄
は
そ
は
"
全

然

憤

値

を

有

せ

す

"
從
つ 

て

菌

を

爲

す

も0 .
ビ
は
、
券
べ
ら
れ
すj

 V

 (
^

3*
,

。
ハ
Hd
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w

o

o
ミ
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L
o
c
k
w
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え

，
で
，{0
-

o而
も
彼
に
C
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つ
て
レ
ン
ト
は
■
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
に
.對
す
を

 

<
 等

し

ぐ「
土
壊
の
自
然
的
固
有
の
.諸
力
の
用
に
對
し
、
農
夫
が
地
主
に
支 

■
拂
ふ
土
地
收
益
の
.

一

部」
：

に
し
て「

耕

作

さ

る

、
最

不

良

の

土

地

よ
b

得
る
收
益
额
ビ
然
ら
ざ
る
土
地
よ
り
の
收
益
额 

の
差
た
る
も
の
な
り
：
：
さ
れ
ば
穀
物
は
レ
ン
ト
が
支
拂
は
るA

が
故
に
高
き
に
非
す
し
て
、
穀
物
高
き
が
故
に
レ 

ン
ト
は
支
拂
は
る
、
なb

j
c
s
d
.
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ニ 4
0
。

從
つ
て
レ
ン
ト
は
生
產
费
に
入
^

'f

き
理
な
し
、
利
潤
は
如
何
。

•■
'

先
づ
飜
つ
て
資
本
に
^

す
る
彼
の
見
解
を
み
る
に
、
資
本V

は
一
國
內
に
莽
在
す
る
勸
勞
の
所
產
の
一
部
に
し
て 

:人
間
生
存
の
支
持
か
、
.
.又
：は
生
產
を
容
易
な
ら
し
む
る
爲
め
に
直
接
に
利
用
し
得
ベ
き
も
の
な
タ
.
.
.換
W

せ
.ば
凡 

:

ゅ
る
稱
類
の
資
本
は
過
*

の
»

勞
の
處
產
の
蓄
賴
又
は
貯
藏
に
過
ぎ
す」

ビ

9

0:
. P

.

 

5
5
.

nx
o)

脒

<：
勞
働
を
以
て
’

富
の
唯V

の
®
衆
な
シ
ビ
：看
做
す
以
上
資
本
を
以
て
1

»
さ
れ
た
.る
勞
働
$

考

ふ

る

：は
，當
，然

な

り

、

然

る

以

土

丨

資
，

本
の
用
に
與
え
ら
る
.

X
利
潤
を
も
、
勞
龈
i

な
さ
ざ

る
べ
か
ら
す
、
彼
も
亦
之
を
爲
せ
-

^

0

'ぐ
，
.7
»

本
利
潤
S

は
、

蓄
稿
ケ
れ
た
る
勞
働
の
勞
銀
に
對
す
る
別
名
に
過
ぎ
中」

ど
、

(
E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a

 

B
d
t
a
i
.
c
a

 

S
u
p
p
l
e
m
e
n
t

 

1
8
2
3
.
)

か 

く
て
生
産
費 

<
 は「

貨

物

を

生

產

し

、
'
之

を

市

場

に

徽

ら

す

に

耍

す

る

勞
働
量
な
ぅ
I

s
の{

疋
義
を
生
み
、

一
應
は
明 

瞭
な
る
如
き
も
こ
の「

宴
す
：る
勞
働
量」

中
に
、「

f

M

さ
れ
た
る
勞
働
の
#

銀」

が
含
ま
る
ゝ
や
杏
や
は
米
だ
明
か
な 

ら
ず
>
 

彼
闯
ら
の
_ム
ふ
處
に
從
へ
ば
彼
の
云
ふ
生
產
费
ビ
は「

ァ
ダ
ム
•
ス
三
ス
.及
び
ガ
ル
ニ
エ
丨
が
自
然
價
格
又
は 

，必
要
價
袼
ど
名
付
け
た
る
も
の」

な
り(

i
b
i
d
:

 

p
.

 

1
3
4
)
"

從
つ
て
之
は
常
然
に
.利
潤
を
#

む
も
の
な
^

 ̂

S

)

:■(

註

)

か

、

る

主

張

の

中

に3

V
:.

一
見
矛
盾
な
る
觀
念
を：

含
'め
る
も
の
、
し
如
し
。
即
ち
彼
«

地
代
は
生
產
#
中 

入
ら
ず
ビ
稱
し
な
が
ら
、
を
の
生
淹
赞
が
、
地
代
利
.溯
及
び
'勞
鐵
よ
り
成
る
ス
ミ
ス
の
0

然
價
格
に
同
じ
^
二 K

へ.
.る
：

。事
之
な
^V

?
:

へ
ロ
：シ
.
\

.

フ
ィ
ー\

ド
の
利
澗
論
は
シ
一
一
ョ
ァ
の
所
3&
を
想
«

せ
し
む
る
»

«
も
多
大
な
彡「

勞
働
者
は
，
利
潤
の
爲 

め
に
自
己
の
爲
し
得
る
享
樂
を
抑
制
す
る
人
よ
り
引
出
さ
れ
た
る
前
拂
に
：依
つ
て
生
活
す」

ミ
ーK

へ
る
が
如
き4、

例 

な
-

<=vo 

(
L
o
n
g
B
e
M
,

 

L
e
c
t
u
r
e
s

 

o
n
p
o
H
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
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3
4
 

p. 

167
.)

:

先
づ
生
產
费
ど
利
濶
に
關
す
る
見
解
を
見
る
に
”

彼
は
.前
揭
.書
：一

六
三
寅
以
下
に
於
て
、
詳
細
に
生
產
費
を
分
析 

し
た
ね
0

日
ぐ
、 

こ

「

例
へ
ば
木
綿
の
ガ
ク
：ン
.
.の
生
：產
费
を
分
析
せ
ん
に
、
運
送
费
は
原
料
費
の
一
部
を
爲
す
。
船
.，の
價
格
は
種
々
な
る 

積
荷
の
運
賃
に
依
つ
て
支
拂
は
る
。就
中
ガ
ゥ
ン
の
旅
料
が
そ
の
ニ
部
を
爲
ず
處
の
運
賃
に
依
.
づ
て
。
こ
の
.

運
賃
の
.
.

1

 

部
は
船
の
航
海
费
に
>

'

部
は
通
常
の
.
刺
潤
を
伴
つ
て
船
の
1(

生
產
舞
に
：充
常
せ
ら
气
こ
，の
生
產
費
の
申
に
.
は
，
例
.

第
一1

十一

卷

(

九
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九)

ど
1
=*
ァ
の
刺
.潤
論
：
 

第
七
.鱗

5

セ



笫1
1

十
5

 

C

九
五
0
-

)

シ
こ
ョ
ァ
の
.利
課
 1

 

铱
七
.號

一

o

八

ベ
ば
船
を
趣
造
す
る
に
用
，う
る
.
.釕
を
食
ひ
。
再
た
-

こ
れ
#

0

叙
0

製
造
費
の； |

部
は
鐡
碳
採
掘
機
械
の
價
袼
'0
1

部 

を
爲
す
、.
此
の
如
き
分
析
を
諸
君
の
想
像
が
延
び
る
限
h

諸
君
0

心
中
に
：於
て
行
ば
れ
.
：ょ
。“
然
ら
ば
諸
君
は
最
も
遼 

へ
遠
な
る
時
代
に
於
て

I
:

定
の
勞
猶
の
使
用
及
び
資
本
の
蓄
猜
が
こ
の
木
綿
の
ガ
ク
^

の

製

造

は

"[[!
]
接

に

贯

献

せ

る
 

を
見
出
さ
る
、
な
る
べ
し
:>
:

か
ぐ
の
如
く
ん
ば
3

帝
國
內
に
蓄
猜
さ
れ
た
る
最
初
の
資
本
が
、
こ
の
ガ
ゥ
ン
の
注
康
に 

;:
:

影
響
を
有
す
べ
き
は
言
を
俟
た
ざ
る
べ
し
。
否
21

ら
に
{

達

個
*

遠
の
資
本
が
、
こ
の
ガ
ゥ
ン
.

が

現

在

：
の

所

有

者
 

に
侬
つ
て
著
古
さ
れ
終
る
ま
で
は
、
そ
の
全
利
潤
を
生
せ
ざ
，る
事
も
或
は
あ
り
得
べ
か
ら
む
9

5:
, 

P
,

 

1
6
3
-
1
6
4
)

 

S

。

::

七
の
說
明
に
依
つ
て
一
生
產
過
程
に
於
け
る
生
產
«

中
に
は
該
過
程
以
前
の
.過
程
に
於
け
，る.

1

切
の
利
潤
が
算
入
せ 

:

ら
る
べ
き
は
明
な
る
も
未
だ
該
過
程
そ
の
も
の
の
利
潤
が
、
そ
の
過
程
の
生
產
费
中
に
入
.る
べ
き
や
否
や
は
必
ず
し 

.も
明
瞭
な
ら
ず
。
故
に
菩
等
は

，

」

、
を

去

つ

て

彼

が

價

格

論

を一瞥
せ
む
？
す
。
.

物
の
價
値
を
支
配
す
る
諸
事
情
を
詳
細
：に
檢
す
.
る
の
.
要あ

..C
S。

此
點
に
關
し
、一

般
に
所
謂
自
然
價
値
又
は
生 

'

靡
®

ど
"

交
換
價
値
又
は
市
«

價
格
ど
が
區
別
.
さ
る
、
«

疋
當
な
り
。
抑
1

價
値
な
る
名
辭
は
寧
ろ
後
者
に
腸
す
：る
を 

ノ適常どす。前
者は

1

物
の
，生
產
锻
が
そ
の
交
換
價
値
に
影
響
す
る
が
故
に
の
み
、
這
個
の
名
辭
に
價
す
る
の
み
-

0

 

:

然
憤
格
は
所
謂
生
產
费
に
依
つ
て
测
定
せ
ら
る
即
ち
市
圾
に
對
し
貨
物
を
生
產
す
る
.

に
必
耍
な
る
.勞
働
傲
に
依
つ
て 

测
窟
せ
ら
る
。
こ
れ
が
自
然
價
値
と
稱
せ
ら
る
、
は
、
貨
物
が
"

通

常

：の

利
_

を
.伴
つ
て
、
絕
ぇ
中
永
久
に
賣
却
せ 

ら
る
、
の
價
格
な
ろ
が
故
な
う
。
そ
は
.

亦
"
南
然
が
人
類
に
貨
物
を
供
給
す
る
の
價
格
な
そ
は
貨
物
の
生
靡
に 

際
し
、(

製
造
家
が
因
的
ど
せ
る
價
格
：に
し
て
、
交
換
價
値
又
は
市
，場
價
格
は
之
に
.一

致
せ
ん
ど
す
る
不
斷
の
傾
向
を 

有
す
。貨
物
.の

交

換

價

値

叉

は

市

場

價

格

：ざ

‘

は

、
人

が.

れ
S

交

換

に

與

夂

ん

ズ

：欲

^

又

は
1

«

し

得

ベ

：
き

顧

な

4

。

こ
の
價
格
は
需
給
間
：.の
.比
に
左
右
せ
ら
.る
S

稱
せ
ら
る
。
然
る
^

こ
の
命
題
は
充
分
y

な
說
明
な 
<

ん
ば
、
人
を
し 

一
 

.
て

一

物
の
價
格
が
如
何
に
な
る
も
の
な
る
か
を
推
察
せ
し
む
る
能
は
ざ
る
べ
し
。
然
し
乍
ら
斯
開
題
は
決
し
て
®

*

:

^

る
も
の
に
非
す
。
*

給
の
變
動
が
如
何
に
'

し
て
貨
物
の
交
換
惯
値
に
影
響
す
る
か
を
解
剖
す
る
な
‘

ら
ば
、
®
等
は 

:

炎
換
價
値
ど
は
供
給
^

有
效
^

耍
の
(1
9

に
平
衡
を
生
せ
し
む
：る
の
價
格
な
り
^

の
結
論
に
«

か
る
ベ
し
■又
一
物
の
市 

:

:'
'
'
:
'

藤
«

格
は
そ
の
自
然
憤
値
に
：左
右
せ
ら
も
ど
雖
も
"
需
給
の
變
動
の
結
果
一
時
的
に
之

S
分
離
す

る.の
傾
あ

办ビい

.

:

ド

ふ
事
も
亦
眞
な
う
：
：
偶
然
.
の
浮
沈
に
.

依
つ
て
市
場
價
袼
が
、

一
時
.
生
産
©
以
下
に
下
り
或
は
以
上
に
昂
る
事
あ
る 

:

.

べ
き
も
*

然
も
前
者
は
後
者
に

1

致
せ
む
^

す
る
强
き
倾
向
を
有
すJ

V
J
o
b
i
d
.

 

p
.

 

3
o\
.

s

。

道
般
の
引
用
旬
は
彼
も 

亦
、
教
し
ト
レ
ン
ズ
に
先
だ
ち
た
り
し
な
ら
ば
、
そ
の
批
難
を
海
び
る
♦へ
き
一
人
な
り
し
事
を
立
證
す
る
に
足
る
ベ

-

ノ

o.

. 

.
*
- 

.

.

. 

—

;
L

:

::(

ニ) 

.

'

ト
レ
：v

ズ
が
尊
む
ぺ
き
批
評
は
此
點
に
集
中
せ
ら
る
。

:

「

價
格
に
は
ニ
鋪
あ
•

り
。
市
場
價
格
及
び
自
然
價
格
之
な
り
"

市
場
價
袼
ど
は
ぞ
の
名
0

示
す
が
如
く
市
場
に
於
け 

:
:

る
交
換
に
依
つ
て
、

一
貨
物
を
取
得
せ
ん
が
爲
め
に
吾
人
が
與
う
る
の
慣
格
な
.

^

。
自
然
價
袼
S

は
、
之
に
反
し
吾 

.

,:
人
の
欲
す
る
も
の
を
自
然
の
大
倉
庳
ょ
b

取
得
せ
ん
が
爲
め
に
與
え
：ざ
る
べ
か
；ら
ざ
|

る

價

格?|
.
>
。

從
來
經
濟
學
者
は
自
然
價
格
ど
市
場
價
格
ビ
は
"

偶
然
的
時
的
の
動
搖
に
も
拘
v

b

.

t

常
.
に
共
通
.の
水
準
に
歸 

せ
ん
ビ
し
て
槪
ね
之V

J

等
價
と
な
るV

J

論
じ
た
シ
、
此
れ
誤
謬
な
り
.、市
場
價
格
は
常
に
、
當
時
の
慣f

l

的
利
率
を
包 

含
す
、
然
e>
.す
ん
ば
產
業
は
体
止
す
べ

き

，U

P

O

然
る
に
自
然
馏
格
は
生
逾
#

換
言
せ
ば
貨
物
の
'
生
產
加
.エ

に
#

さ

.

.

第
二
十一

饴

C

九
五I

〕

，
シ-

I
n

ァ
の
利
澗
論 

第
七
鱗 

一
〇
九



铬
ニ
十 

5
 

(

九
.：a
二)

シ 

T
IHI
r
の
利 
_ 論 

,

5

れ
た
る
資
本
よ
う
成
.る
を
似
て
も
利
潤
率
を
包
含
す
る
能
は
中
。
.さ
れ
ば
市
場
©

格

は

街

然

懷

格

に

自

己

.を
等
か
ら 

し
め
す
し
て
却
つ
て
、
«

習
的
利
潤
率
だ
け
之
を
赵
.過
す
べ
き
な
う
。

市
^

便
格
ヒ
商
然
愤
格
の
一
般
的
牛
等
化
を
主
張
す
.る
筆
者
.等
は
、
S

然
憤
格
即
ち
生
產
费
な
る
名
辭
の
'下
に
m
 

習
的
利
*
を
包
含
せ
し
む
。
併
し
乍
ら
、
こ
の
分
類
は
頗
る
不
J H

確
且
つ
非
學
問
的
な
り
ぃ
資
本
利
潤
は
決
し
て
、 

^

l

r

tの
免
何
な
る
帘
分
を
も
爲
す
事
な
し
。
不r-
i

そ
は
新
：被
造
物
な
う
。
這
個
の
失
*

の
結
來
の
.結
*
存
在
す
る 

に
到
ら
し
も
の
な
り
。：
：
：
さ
れ
ば
資
本
利
嫻
は
生
產
费
の
ー
部
を
爲
す
報
な
く
>
該
戏
用
が
完
全
に
奪
さ
れ
た
る 

後
に
殘
る
剩
餘
た
う
.
.農
業
家
及
‘び
製
造
家
は
そ
の
仕
第
を
行
ふ
に
於
て
、

そ
の
利
潤
'を
费
す
も
の
に
非
す
、
皮
等 

「

は
之
を
，創

造

す

、

そ

は

最

初

の

前

拂

の
一

部

を

爲

さ

すo

却
つ
て
後
の
收
獲
の
一

部
を
爲
す
。

;'
:

シ
ー1

ヨ

ア

は

多

大

，の

好

戚

を

以

て

®

個
ト
レ
ン
ズ
が
批
評
を
迎
え
た
り
。

.

■
:「

ト
レ
ン
ズ
大
佐
の
所
言
は
氏
が
批
難
し
つ
ゝ
ぁ
る
辭
：句
に
_

す
る
限
り
正
常
な
>
。̂

に
利
澗
は
丰
段
に
非
す
し 

て

成

染

な

り

。
這
個
の
；成
^

の
期
待
な
ぐ
ん
ば
生
產
が
繼
續
せ
ら
れ
ざ
る
べ
き
は
眞
な
ヶ
o

こ
れ
以
外
の
®

機
を
以 

ー
て
し
.て
は
農
槳
家
を
も
製
造
家
を
も
誘
つ
て
9

そ
の
資
本
の
不
生
產
的
享
樂
.を
抑
制
せ
'し
む
る
能
は
す
。
然
れ
共
利 

」

.很
め
*
得
ヵ
ノ
收
獲
の
生
產
赀
の
一
部
を
爲
さ
ざ
る
は
、
食
欲
の
.滿
.足
が
、
食
辦
の
生
i t

费
の
一
部
た
ら
ざ
る
如
ぐ 

或
1
又
^

寒
ゲ
衣
服
の
：：̂
產
^

の
|
韵
た
ら
ざ
る
に
同
じ」

ど(

3

.'
§
0*
” p
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l
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t
i
c
a
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E
c
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n
o
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1
8
5
0
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p
.

 

I
O
O

ン。

:
:然
A

ば
利
润
に
_
す
;0
ト
^

ン
'ズ
の
意
觅
如
呵
り

'
今
、【

農
業
家
が
，、
そ
；の
農
場
の
耕
作
に
一
西
ク
ォ
丨
タ
丨
の
：小
麥
を
®

し
て
一
..至
十
ク
ォ
丨
タ
丨
を
得
？ 

~

 

る」

.i

.
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u
:
u
D
S
.
.
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.力
農
業
.家 
0 

刹f 
f
e
構
成
す
.:
0
-然
％
:に
亡
0

超
過
分
を
以
て
失
.費
の一

部
w

»
す
る
は
不
合
II

な
；0
3?

失
€

即
ち
生
產
奴
は
.|?

ク
オ
ー
タ
ー
な
ゥ
。
今
や
そ
は
ニ 

.+

ク
オ
I 
f

の
剩
餘
を
伴
つ
て
囘
收
せ
，ら
れ
た
b 

o 

. 

J

の
失
#

が
闾
收
せ
ら
れ
た

る
後
に
殘
る
剩
餘
が
失
#

の
一 

ff
l

た
.ら
ざ
る
限
6
然
り
、
{百
二
十
ク
オ
ー
タ
ー
がj

ft
*

ク.オ
ー
ター

に
等
し
か
ら
ざ
る
限
.り
”
市
«

«
咨
が
自
然 

V

價
凇
に
■等
し
か
る
べ
き
は
不
可
能
なり
0:
:

,

:..

;

製
造
業
に
於
て
も
農
業
に
於
け
る
せ
等
し
く
資
本
利
綱
は
生
產
«

ど
は
別
■

な
り
0

主
八
た
る
製
造
業
者
は
、

一
 

:«
*

の
]5
1

料
商
賣9

道
遇
器
4

勞
働
に
對
す
る
生
活
資
料
を
数
し
て
ノ
之
に
對
し
て
或
量
の
完
成
品
を
收
得
す
、

C

の
完
成
品
は
之
が
獲
得
に
：前
拂
せ
る
原
料
、
遨
具
及
び
生
.活
資
料
ょ
>

も
高
き
.交
.換
價
値
を
.有
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず
。 

-
然
ら
中
ん
ば
"

主
人
は
そ
の
仕
辦
を
«

纘
す
る
の
誘
因
を
有
す
る
能
は
す
。
若
し
生
產
さ
れ
た
る
惯
値
が
费
さ
れ
た
：
 

る
.僙
値
を
«

過
す
る
な
ぐ
ん
ば
、
製
造
業
は
' #

止
す
ベ
し
、
然
る
に
主
人
の
利
潤
を
な
す
も
の
は
、«
さ

れ

た

る

股

料
 

器
4

汾
活
赞
料
の
價
値
以
上
(:

完
成
品
が
有
す
る
價
値
の
こ
の
超
'過
分
な
上
一
ム
々

」
(
i
b
i
d
.
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。

か
，C

の
如 

ぐ
彼
は
利
潤
が
生
產
炎
の
超
過
分
た
る
：

g

を
反
稷
詳
述
し
又
各
所
に
利
澗
は
剩
餘
な
り5

0

の

讀

を

爲

せ

る

も

"

然
も 

不
幸
に
し
て
、
如
何
に
し
て
こ
の
剩
餘
が
發
生
せ
る
か
を
論
す
，る
事
«
し
。

元
來
彼
の
惯
値
論
に
從
へ
ば
、
社
#

が
資
本
家
階
級
ビ
勞
働
者
階
級
に
分
離
ず
る
以
前
に
ぁ
卜
て
は
個
人
は
如
何 

な
る
r

類
の
勸
勞
に

も
從
庫
し
®

己
p

»

の
勢
作
を
自
ら
行
ふ
。

，J.

の
時
代
に
於
て
は
、
生
_

に
#

さ

れ

た

る

全
勞 

働
量
窗
接
的
勞
働
及
び
震
さ
.れ
：た
る
勞
働〕

が
交
換
價
値
を
決
定
す
。
然

る

に

資

本

が

襲

さ

れ

蒙

家

が

勞

働 

者
^

^
別
倔
の
階
級
ぜ
な
り
、
或
®

の
勤
勞
を
行
ふ
も
の
は
、
自
己
.の
勞
作
を
卣
、七
行
は
ず
し
て
他

人

に

生

活

資

料
 

及
び
刺
料
を
前
柳
す
る

に

到
れ
ば

、

交
®

«

値は
/
.

生
產
に
費
さ
れ
た
る

蓄
猶
勞
働
®
即
ち

資

本

_
«に
依
つ
T

決
定

#
ニ T*「

怨

(

九
五
三〕

シ】1

ヨT
の•刹

幽

論

J
七

虎
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等
一1t

*
1

怨 

C

九
.五
©)

シ 
二.ョ

.
r
Q 利
^
論 

银
&§|
'
 

I 

ニ
ー

せ
ら
る
^

い
ふ(Tarrens_.ibid. 

p. 

3
3
-
4
)，

之
を
立
證
し
說
明
せ
ん
が
爲
め
：|;
彼
は
.多
大
の
贾
を
剡
け
る
も
、
然
も 

遂
に
、
何
敌
1
2、
投
下
資
本
の
價
値
气
收
益
0

價
値
の
差
'を
生
す
る
か
を
示
す
事
な
く
た
>
、
か
、
る
差
な
ぐ
ん 

ば
生
a

の
行
は
れ
ざ
る
ベ
き
を
云
々
す
る
に
過
ぎ
中
e

m
減
な
が
ら「

ト
レ
シ
ズ
の
i

は
遺
#

0
缺
K

な
り」

ミ
い
. 

へ
る
ジ
ニ
ョ
ア
の
評
言
に
—

せ
ざ
る
を
得
す
。，

\ 

. 

' (

三〕
. 

,

4
く
ト
レ
ン
ズ
.を
則
せ
■
る
シ
二
1
ョ
ア
は
何
を
以
て
そ
の
缺
陷
を
補
.は
：む
ど
す
る
.や
®

制
欲
：(a

b
s
t
i
n
e
n
c
e

ン
は
こ
、 

に
主
張
せ
ら
る
。
冗
長
な
る
迂
冏
の
後
に
吾
等
は
漸
ぐ
本
論
に
到
達
せ

っ
資
本
を
生
產
耍
素
な
：

6

ど
看
倣
すQ
說
は
英
固
.經
_

の
傅
統
な
；ぅ
。
所
謂
三
生
產
嬰
素
說
に
於
て
も
賢
本
は
依 

然
そ
の
.傅

統

的

地

位

を

保

持

し

，て
變
ら
t '

。
然
る
に
シ
ニ
ョ
ア
は
之
を
斥
け
代
ぅ
る
-に
制
欲
を
以
て
せ
ん
e

す
：
.

.
何
故
に
資
本
は
生
*

要
素
た
る
を
拒
ま
る
べ
き
や
彼
の
答
は
簡
明
な
.

C
N、

資
本
そ
の
も
の
が
生
淹
物
な
る
が
故
な 

.pB

ぐ
資
本
は
人
出
努
カ
の
成
架
た
る
^

の
1
1:

に
し
て
、

富
の
：生
：產

及

び

分

配

に

使

用

せ

ら

る

、
も

の

な

り

：

'::::
::
;
.
^

 ̂

そ
は
最
も
大
多
數
の
場
合
三
生
產
要
素(

囱
然
的
耍
素
、
勞 

働
及
び
制
欲
.
>結
合
の
成
果
た
-

ど/
(
s
e
n
i
o
r
.
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P
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岑 

.
然
ら
ば
ア
ブ
ス
チ
ネ
シ
ス
^

は
如
何
。

.

.
最
も
@

沃
な
る
地
に
住
す
る
最
も
勸
勉
な
る
人
民
ビ
雖
も
*

苦
し
そ
のI
切
の
勞
働
を
即
時
的
成
艰Q

生
產
■に
投 

入
し
そ
の
收
益
を
生
す
る
に
從
つ
て
费
す
な
ら
ば
、
忽
ち
に
し
て
彼
等
が
最
善
の
努
力
.も
單
な
る
生
#

：要

品

を

生

.離

t
 

す
る
に
さ
え
不
充
分
な
る
々
見
出
す
ベ
し
。
效
に
於
て
か
察
働
及
び
自
然
的
製
素
似
外
に
ー
ぜ
素
の
必
要
を
認
め
埒

■
へ
丄
o

:

^

v

'
ス(

,

澈)

.之
な
4

。

: 

-

:

.

,

;
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■;

'

制
欲W

は
自
已
が
支
配
し
得
る
も
, 0

を
本
：生
產
的
に
用
.
5

る
を
妙
俊
し
、
又
は
即
時
的
享
樂
の
生
產
让
な
も
、
遠
®
 

の
成
果
の
生
産
女
擇
む
の
行
爲
な
り
。：

「

:

然
6

ば
不
生
產
的
使
用
ざ
.
.は
何
ぞ
.や
,0
:

.

M

シ
二
ョ
ァ
o

「

使
用
^

|

)

ど
：は
他
0

«

馨

悉

の
;.

消
歌
に
|?
1
]
,じ
。
故
に
不
生
產
的
使
.
用
ミ
は
不
法
產
的
消
#

^

 

い
ふ
に
.
同
^

、
元
來
勞
餐
^

權
し
生
!«
%

及
び
.
不
生
產
的
^

:

る
：觀

念
.«

古
：<

ょ
>

存
在
せ
：る
處
^

ヵ
ン
一1.

ン
ガ
ネ
の
所 

說
に
依
れ
ば
こ
.

の
區
別
に
.
相
當
す
べ
き
«

念
は
.N

i
c
h
o
h
a
s

 

G
r
e
e
n
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の
所
論
.
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暗
^

せ
：ら
れ
^

り
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.
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ふ
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0
:
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1
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サ
ム
ス
ミ
ス
が
製
造
エ
乘
に
從
«

す
る
參
働
者
:*

选
谨
的
$

&
し
鑛
»

を
；小
„

' ^

旗
的
な
タ
^

看
倣
梦
る
：は
_雜

に

.̂
著 

名
な
.

P
V
O

ン
二
ョ
ァ
は
こ
の
觀
念
を
消
資
紀
適
用
ず
ノ
日
ぐ
n
生
產
的
消
#

ど
.は
、
將
來
0

生
：產
_

を

生

：
す

る

：
如

き

«

. 

.

.

.
- 

.

• 

. 

. 

, 

it. 

V 

. 

• 

-- 

• 

•
圓

物
の
使
用
な
り
。
不
生
産
的
消
將
來
の
、生
淹
物
を
生
资

.ざ
る
f

貨
物
め
使
用
な
り
。：.

不
冼
產
：前
消
骰
切 

- #

徵
は
そ
の
输
: ^

が
消
费
者
.以
典
.の
料
人
の
寧
業
を
も
»

, »

せ
ざ
る
寒
な
.り

,0
^

れ
が
: *
.會
に
；及

ぼ

す

雁4
.

の
：：

影
*
 

は
、
そ

れ

だ

け

、
他

の

社

脅

員

に

充

當

す

べ

き

貨

物

總

湖

を

：減
少
，せ
し
む

.
る
事
な
^

ゼ
。，：.然
^
^

、

•
•
•
•
•
• 

• 

* 

*
.
- 

. 

* 

- 

-
I 

• 

• 

•
• 

; 

f
-
t 

i
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, 

' 

.
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- 
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<

不
生
簏
伯
消
費
ど
往
產
的
消
栽
の
區
別
は
甚
だ
明
瞭
を
缺
く
の
觀
ぁ
り
。
前
者
に
屬
す
る
例V

し
て
舉
げ
ら
れ
た
る 

{1
:调
孽
汊
の
他
や
1

^

濃

通

そ

ゆ

他
.必
^

- ®
:
!霉

な

り

、
«

廣
め
条
れ
«

遒
具
工
：
ダ
ボ
シ
#

沏
劝
V"

然
石
^

米
多
. 

■

l

:t

勝
は
ぜ
の
所
有
者
: ®

灌
观
鄭
何
，̂
.依
^v

'
/

^
s

加>
/

も
な
功
尔
生
.命
：2
ど
名
; ^

る
_
;0

か
く
て
例
へ
ば
食
物 

は
そ
の
^

数
廣
が
邊
齑
者
1«
4

や
否
や
に
4

り

巧

.
そ
0

同

1
:

の
消
■

が
讀
に
/1
£

祿
_

た
シ
胳
に
^

生
_

的
#
办
せ 

か
ふ
''
0

然
.も
_
„自
^

餘

濃

消

*

者
'ゼ
妬
法
產
的
消
#

旗
0

«

別
は
、
.
生
_

的

猶

費

求

不

生

靡

的

愤

数
0

區

別

ょ
^

部
二
十1，

(

九豐しシニョ

.
ブ
め
■
肩
論

'

笫
：七̂

1
'
1n,l



:

笫

ニ

十

一

卷(

九
玉
.六)

シ
ニ
ョ
ヴ
の
別
潤
論 

部七維ニ四

も： 1
層
不
s

f

^

B

T

る
に
於
て
問
®

は
一
層
徹
底
を
&

ぐ
、
吾
等
は
生
康
的
消
费
ど
^

へ
破
壤
さ
れ
た
る
#
 

の
.も
の
の
代
り
に
何
等
.の
所
產
を
生
す
る
如
き
消
费」

.
に
し
て
、

不

生

產

⑽m

®

ミ

は

「

之
'が
使
用
に
ゆ
ふ
直
接
の 

快
樂
以
上
に
何
等
有
益
な
る
成
粜
を
生
せ
ざ
.る
消
#」

な
6

‘ど
云
へ
る
彼
が
言
葉
に
甘
，ん
勢
ん
の
み
。

■'
/

故

.に

不

生

產

的

消

®

を
.ア
ブ
ス
テ
.
ィ
ン
す
る
ど
は
使
用
に
#

ふ
快
樂
を
生
ず
る
に
過
ぎ
ざ
る
抵
の
消
#

を
我
慢
す 

る
事
な
办
。

又
直
接
即
時
の
快
樂
の
生
.a

ょ
り
は
將
：來
の
快
樂
の
生
産
を
擇
む
.ど
は
.

そ
： .

の
意
味
大
體
前
者
に
同
じ
{
，
生
產
的 

消

找

ビ

は

結

局

即

昉

.の
享
樂
ょ

 

>

も
將
來
の
享
樂
を
擇
ぶ
行
爲
0

.
1

な

れ

ば

な

ぅ

。
併

：，し
.乍
ら
例
へ
ば
葡
萄
酒
0

貯 

藏
の
如
き
單
な
る
ウ
ェ
ィ
チ
ン
グ
も
後
者
に
入
る
べ
し
、
&

に
#1
|

欲
ど
は
他
の
場
所
に
於
て
1

彼
が
言

へ
る
如
く「

享 

藥S

延
斯J

な
り
。
普
通
に
ア
ブ
：ス
.チ
'

ン̂
ネ
は
（

か
ぐ
彼
は
日
ふ
I

,
之
に
勞
働
が
f e

合
せ
：ざ
る
時
に
の
- A

、
注 

目

せ
ら
る
。
例
へ
ば
樹
木
家
*

等
の
充
分
な
る
成
長
を
俟
つ
人
の
：如
き
行
爲
に
於
て
は
、
直
ち
に
-看
収

せ
ら
る
’
然

る 

に
茁
木
の
植
付
け
或
は
播
種
办
如
き
場
合
は
前
者
に
比
ぶ
れ
ば
不
明
瞭
な
务
如
し
"
此
れ
爾
察
者
の
注
意
が
勞
働
に 

奪
は
れ
て
該
勞
働
が
.遠
き
目
的
.の
爲
め
に
行
は
/れ
：る
に
當
6

て
之
に
附
加
し
て
爲
？
れ
る
犠
牲
を
考
ふ
る
を
忘
る
、 

が
.故
？

ノ
，」

の
：附

加

機

牲

を

吾

人は「

制

欲」

な

る
名

辭

の

下

に

了

解

す

る

。

こ
れ
，斯

名

辭

が

好

適

な

る

表

现

な

る 

が
故
に
非
す
し
て
、
之
に
優
る
褒
現
を
見
出
し
#

ざ
る
が
故
な
り
。

一
度
は「

用
意(

p
r
o
v
i
d
e
n
c
e
)

は
如
何
ぞ
考
へ
た 

る
：も

用

意

过

何

等

の

犠

牲

を

食
1

す
從
つ
て
利
_

に
關
係
な
し
。
雨
傘
を
携
帶
す
る
は
用
意
な
る
も
儲
を
生
せ
す
、
後 

に
は「

節
儉」

に
せ
ん
か 
<
 
思
ひ

た

る

も

、
«
#
.
はM
a
か
の

配
腺
ビ
注
意
.を

意

味

す

即

ち

何

程
か
.の
勞
働
を
意
^

す

、 

實
際
に
於
て
は
、_

欲
似
、
殆
ん
^

常
に
或
程
度
の
勞
働
せ
侔
ふ
？
雖
も
生
產
耍
素
の
：分
析
に
.當
っ
て
'は
南
者
を
龆
別

す
る
の
要
め
る
は
明
な
り
'

-

:

以
上
は
制
欲
な
る
語
義
の
說
明
な 

次
い
で
彼
は
そ
の
作
用
に
關
し
て
日
く「

ff
l

欲
V
Jは
勞
働
及
び
_
然
的
要 

素
^

興
り
. 一
©
素
に
し
て
彳
資
本
の
存
在
に
は
之
が
協
力
を
必
要
ど
し
勞
働
が
勞
銀
に
對
す
る
ど
㈣

一
、の
3

係
(:
於 

て
利
潤
に
對
す
る
處
の
も
の
；な
り
':
ど
。
然
る
に
純
粹
な
ろ
制
欲
は
一
の
消
極
性
に
し
て
、
猶
極
效
果
を
生
庵
し
得
ず 

ビ
も
の
あ
ら
む
力
、
彼：は答へて！！

1
ぐ「

同

一

の
.言
辭
は『

^

敢』

に
も
*
否『

S
I
*
』

に
.對
し
t
さ
え
も
等
し
く 

適
用
せ
ら
れ
得
、ベ
し
0
然
る
に
之
等
を
活
動
的
要
素
に
等
し
き
も
の
ビ
看
倣
す
斟
に
何
人
が
反
對
し
た
る
や
o

句
己 

の
カ
の
下
に
ぁ
る
革
樂
を
我
慢
し
或
は
即
||
$

的
成
朵
ょ
り
も
龜
き
成
果
を
追
求
す
る
^

は
、
最
も
苦
痛
な
る
意
思
の 

势
カ
な
り」

ど(

以
上 

s
c
no'
r
. ibid. 

p. 

5
4
-
ON
o) '

か
く
の
如
ぐ
に
し
て「

利
潤
は
制
欲
の
報
酬
な
ぅ」

ど
の
定
義
を
產
，

め
.：：： (

i
b
a
.
. 

p
‘ 

I
2
S
)

こ
の
定
_

，J

そ
は
シ
ユ
ョ 

-

ア
め
名
^
し
て
敗
濟
學
說
史
上
記
憶
す
ベ
き
も
の
た
ら
し
め
た
る
な
り
。
同
時
に
彼
を
し
て
、
資
本
锻
«

の
^
«
者 

,
た
る
如
き
雜
雛
を
^

び
る
；に
到
ら
し
め
た
る
も
.の
な
'ぅ
。
併
し
乍
ら
之
等
の
.
問
題
は
®

ら
く
之
を
後
日
に
讓 
>
、

こ 

の

欲

說

に

け

る

彼
^£

牙

描

^

の

免
何
な■る
も
の
な
る
.か
.を
窺
は
む
.
^す
o
.

利
潤
e

■は
脒
述
の
如
ぐ
制
欲
に
對
す
る
報
酬
に
し
て
、
制
欲
ど
は
享
樂
の
延
期
な
办
。
而
し
て
資
本V」

は
そ
の
存 

在
叉
は
保
存
を
制
欲
に
負
.ふ
の
貨
物
な
り
。
そ
の
所
有
者
た
る
資
本
家
は
そ
れ
が
作
ら
れ
又
は
保
存
せ
ら
る 

>
手
段 

の
前
«

を

爲

ず

"
該

手

段

は

一

部

は

材

料

及

び

用

具

{

茲
に
用
具
ど
ば
通
常
の
手
エ
勢
働
の
道
具
の
み
な
ら
ず
機
減
、
 

船
舶
，
遨
路
波
止
場
運
河
等
を
も
含
む)

ょ
々
"一

部

は

勞

働

ょ

り

成

る

•
：

勞

働

者

は

用

*

の
援
助
を
受
け
て
、
オ 

來
を
ff
i

じ
て
新
販
賣
W
 V」

な
す
こ
れ
資
本
家
の
收
穫
な
り
。
收
獲
の
生
產
に
際
し
て
は
必
す
勞
«
及
び
材
料
が
消
^

第
二
.

T

 i

怨
' 

(

九
^
七)

.

シ： 1

彐
ア
の
.刺
淵
論 

猫
七
狱 

一
^
五



s

l

i
怨

(

九
五
八

〕

シ
一
一
ョ
r

の
利
潤
論
_ 

第

七

號

j 

I

六

せ
ら
る
。
か
ぐ
て
‘
.利
燜
は
こ
の
消
:<
#
さ
れ
た
る
前
拂
の
價
姐
苳
收
權
.

：

の
笼
'ょ

成

る
"

.

然
ら
ば
こ
の
差
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る〜

や
。
そ
は
主
ビ
し
て
ー
國
に
於
け
る
資
本
家
及
び
勞
働
者
の
^
姻 

の
'汗
爲
に
«

る
、
加
ぢ
或
脒
往
の
沏
阎
に
於
て
、
勞
«

者
翎
の
貨
物
や
生
產
約
言
せ
ば
勞
I R

41
產
に
充
當
サ
ら
れ
た 

る
資
本
の
價
値
€

勞
働
人
ロ
の
皰
往
の
行
爲
が
、
存
在
す
る
に
刹
ら
し
め
た
；る
濟
響
者
* ;

に
: ^

る
ど
い
ふo

b
i
d
.
‘p
.

•

之
に
對
す
る
シ
二
ョ
ァ

.の
說
明
を
®

,
か
ん
に
、
妨
镟
原
倒
匁
ぐ
ん
ば
一
切
の
業
務
に
於
け
'る
利
潤
率
は
等
し
か
る 

:

べ
き
を
以
て
一
の
主
^

な
る
滎
務
に
於
け
る
哪
' ^
«

を
支
配
^

石
原
因
を
«

知

す

、
；

ら
ば
他
の
^

務
に
於
け

る

そ 

れ
を
も
推
し
得
べ
しV

。
.

茲
に
於
て
、
彼
は
一
の
假
說
を
設
_立
し
.'«

粹
な
る
演
譯
的
輪
法
‘に
侬
り
て
之
を
爲
さ
.む
ビ
す
る
。

.問
題
を
簡
职
^
ら
し
め
办
が
爲
め
に
一
少
植
民
地
を
想
定
す
，
這
個
の
植
民
地
は
肥
沃
な
る
土
地
豐
赏
に
し
て
內 

:

':
■
'

外
の
寒
行
^

り
免
る
る
を
迪
て
、.

(

A)

地

代

及」

び
租
税
存
せ
：、
t

C

B

:

處̂
ね
.は
、

十
人
：の
資
本
寧
ミ

 

一
T-

ニ
西
_

'

.

.の.勢
働
策
験
倨
住
す
。

C

C 

)

货
幣
の
使
g

^

c

D

) 

I

切
の
連
物
"

衣
服
*

食
物
等
_

ち
^

民
の
.全

泔

《

は

一

，
年

側
 

:
:.
:

^
消
舞
し
猫
さ
れ
、
次
年
度
'に
铒
た
生
齑
せ
ら
る
。
&

.

}谷
'家
*

似
年
！§

に
一
.
ヶ
年
分
の
勞
«

そ
支
給
さ
れ
、
年
末 

r

.:
に
そ
0

‘生
產
完
了
，す

。
故

に

y

切
の
：前
狒
は
年
頭
に.爲

さ

れ.
L

切

の

收
«

は
_

末

に

收

得

せ

：ら̂

。(

F)

植
民
着
手 

のg
.

に
於
て
"

各
資
本
家
：は
ニ
百
.ニ
汰
家
族
に
»

す

'5
|

ヶ
年
分
の
勞
«

を
所
有
す
。
，(

0)

該
勞
掘
は
前
年
度
に
淤 

け

る一

西
家
族
の
勞
働
の
所
產
な
b

。
今
之
を
小
麥
ー
千
ク
ォ
ー
タ
ー
ビ
稱
す
リ(

H

)

.此
の
他
に
、
資
本
家
S

用
の 

貨
物
ど
し
て
二
十
#

の
®

萄
酒
を
所
有
す
。
こ
は
、
.
前
年
度
に
於
け
る1

1
十
家
族
0
:勞
働
の
所
產
な
ぅ
。
彼
の
假
說
：

は
此
0;
如
ぐ
周
到
な
办
’。 

.

,

か
、
る
事
悄
の
下
に
於
て
各
資
本
家
が 

一
Tf
r

■
族
^

就
業
せ
し
め
て
.勞
銀
を
m

生

産

し

、

一
一
'
十

家

騰

を

以

て

苗

家
 

.
用
«

¥

苒
生
跨
せ
し
び
.る
备
吟
勢
働
人
ロ
に
增
«

な
き
限
0
利
刺
漱
ば」

年
ニ
割
，に
北
兔
る
べ
し
。
即
ち
前
沸 

:
:は
小
麥
，一
千
タ
’ォ
ー
夂
丨
に
し
て
之
は
ニ
'西
家
族
0:
;
勞
叫
の
所
康
に
し
て
一
吞
ニ
十
寒
觀
.の
勞
顿
を
^

收
輯
. 

は
久
年
皮
に
於
て 

一
!5
-
'一
十
#

族
の
#:
'
働
^'
支
配
す
ベ
き
勞
銀
の
ス
ト
ッ
ク
匕
，
衡
本
家
用
§
貨
物
の
ス
ト
ッ
ク
S
な 

K
y
s後
..考
は
.全
資
森
法
能
.の
©;
め
の
^ .
働
の
■六
^

のI

即
V
.ニ
十
^

想

.篇

生

■

■
な
：̂
。
か
ぐ
て
ニ
ヶ
.年
間
..

の
資
本
前
f

f

る

鱉

办

夏

吃

前

拂

の

濃

を

‘六
分
0

ー
だ
け
超
過
ず
。
即
i

働
#
:

の
六
分
0

五
I

L

;f

の
貨
物
の
4

藤
に
從
r

じ
、
六
分
の
一
は
資
本
家
用
の
貨
物
の
^

al

に
從
事
す
。
故
に
利
^

率
は
一
一
割
なb
.

.

然
夺
(:

今
勞
働
乙
资
本
ど
の
割
命
ぞ
雜
じ
/2

ら
ん
に
は
-

如
何
な
‘
る
：，結

舉

を

秦

べ

；

.

¥
や

。
へ
.
.
.

移

往

.
其

他

の

傷
{1
依
.(>
,
'翁

高

族

が
2 :

十
減
じ
2

:

も
資
$

同
一
な
I

想
定
也
.上
。
笠
し
く

「

节

ク

.
ォ1 

《

丨
の
.小
麥
$

も
.勞
佩
家
^

爾
少
0

爲
め
ー
百
十
五
家
族
の
勞
働
を
支
.配
す
：る
に
過
ぎ
*

。
.
從
づV

.

同
®

の
資
卞 

の
组
齑
.に
®

す
.る
西
家
族
を
按
■
.
也
ば
，
利g

生

産

に

用

、ゐ

ら

も

、
勞
働
象
：族
數
は

「

ニ
^

ょ

レ

十
$

<

利
«

_

は
，

T
1

割
^

^

、
約
一
割
五
分
.に
低
藤
す
べ
し
。
5

に
: ^

働
家
族
»

が
五
十
塯
加
せ
ば
.旅
資
本
家
は
一
千
ク
f

 

タ
I

を
以
て 

一
f

1

吁

五

家

族

の

勞

働

钇

支

配

ず

、冬

•を
■得
'ベ
し
。
こ
れ
ょ
り
し
て
一
宵
家
族
を
控
除
せ
ば
利
濶
生
產 

に
用
ゐ
.

&
る
、、
勞

働

家

族

數

は

ニ

十

五
(:
:

歡

し

，

利
靴
率

は

ニ.割

ぞ

約

ニ

割
3 £

分

に

筇
^

べ
し
。
.

^

て

勢
；#
秦

族

數

は

依

然

一

节

ニ

 k
r

に
し
T

谷
資
本
家
：̂
從
#

の
如
ぐ一

w
{
f

族
を
勢
銀
塗
&

に
二
十
家
族
を
利
潤
坐
.
‘ 

r

に
月
ぅ
る
を
や
め
て
、

j.

西
五
家
：族
.を

勢

飯

生

產

に

投

ず

‘る
ざ
せ
.ば
、
各
資
本
家
ば
、そ
，吹
年
の
終
.

c
s

に
” 
！
w

五
家
f

乾一

十一

卷

(

為
九y

,

シ
ニ
ョ
ァ
の
利
■

:
 

H

,

 

ニ
ヒ
'



第
二
十一

卷

(

九
六
〇

)

、
ご
ー
ヨ
ア
の
利
潤
論

 

笫

ヒ

够

一

一

、

族
の
勞
侧
の
^
鹿
に
し
て
且
づ
、
依

然一

W

ニ
十
家
族
の
^,
働
を
^
配
す
ベ
.き
一

千
览
十
ク
ォ
ー
タ
ー

の
資

本

を

ぎ
 

す
べ
’し
。
こ
の
場
合
に
は
利
_
_
は
ニ
割
ょ
り
一
割
五
分
弱
に
下
る
。
反
對
に
九
十
五
家
族
を
勞
鈒
化
逄
に
、

ニ
卜 

五
家
族
を
利
调
生
產
に
用
ぅ
る
昤
は
利
潤
率
は
、

ニ
割
ょ
り
ニ
割
2 £

分
强
|:

昂
騰
ず
'べ
し
-

故

(:
'

般

も

取

吨

な

る
 

狀
態
.に
於
て
は
利
潤
缑
は
資
本
家
ど
勞
働
者
の
脒
往
の
行
爲
に
左
右
1>

ら
る
。

.

如
上
の
.推
論
に
於
て
は
、
シ
ー
一

ヨ
ア
は
十
人
の
資
本
家
が
一
體
ど
な
っ
て
活
動
す
る
も
の
ど
假
定
せ
り
，
か
、
る 

假
宽
の
下
に
於
て
は
資
本
の
永
久
的
增
加
は
勞
働
者
數
が
不
變
な
ろ
限
；

之
に
比
例
し
て
利
潤
率
の
減
少
^
惹
起 

す

。
故
に
人
口
增
加
の
不
可
能
な
る
處
に
在
り
て
は
そ
の
停
滯
せ
ろ
人
口
に
對
し
て
正
：に
、
生
活
必
爾
品
を
生
產
す 

る
に
足
る
た
け
の
勞
儆
を
努
銀
生
產
に
投
じ
、
又
、
人
口
が
播
加
し
っ
、
ぁ
る
場
合
に
は
、
正

{:
之
を
增
加
せ
し
む 

る
に
足
る
だ
け
を
投
ず
る
を
以
て
即
ち
勞
働
者
を
遇
す
る
に
農
夫
が
^

匹
を
、
奴
隸
所
有
者
が
奴
隸
を
遇
す
る
が
如 

ぐ
爲
す
を
以
て
資
本
家
の
利
益
ヒ
な
す
。

,

;::
か
、
る
事
情
の
下
に
在
ぅ
て
は
資
本
家
が
全
く
自
己
の
利
益
に
依
り
て
支
配
せ
ら
る
、
ど
&
象
せ
ば
利
淵
率
は
ー 

部
は
勞
働
の
生
產
力
に
.、1

部
は
前
拂V

J

收
榄
の
問
に
經
過
す
る
期

'間
の
長
短
に
左
右
せ
ら
る
。
前
彿
期
間
：が
與
え 

ら
る
れ
ば
勞
働
.の
生
産
力
に
依
-

C
V

勞
麵
の
处
產
力
が
與
え
ら
る
れ
ば
、
前
拂
沏
間
に
だ
右
せ
ら
る
、
な
り
。

!:
然
る
に」

國
の
資
本
家
は
一
體
ど
な
つ
て
活
動
す
る
も
の
に
非
す
。
各
向
は
各
自
の
，利
翁
を
退
求
し
て
他
の
資
本 

?
家
を
®

み
る
も
の
に
非
中
ァ
洵
に
彼
等
の
間
に
於
け
ろ
競
爭
に
依
り
て
資
本
及
び
人
口
は
增
加
T

る
な
ぅ
。

;

今
十
人
の
資
本
家
中
一
人
が
，

一

百
十
家
族
を
勞
銀
生
產
に
投
す
ろ
も
の
ど
せ
ば
，
そ
の
年
の
終
り
於
て
彼
は
一
千

y

- <

し
一
國
全
體
レ
資
本
贫
は
ニ
路
ク
ォ
丨
タ
丨
ょ
办
一
离
一
西
ク
ォ

—

タ

丨

に

增

加

し

-

一
千
ニ

 

•百

十

一

一

家

族

'
の 

勞
金
？

得
べ
し
。
然
る
に
勞
慟
家
族
數
は
不
變
な
S

以
て
'
利
S

約

|

分
强
下
落
す
ベ
し
、
こ
の
下
f

該
督 

本
家
を
し
て
そ
の
慕
の
利
益
を
充
分
に
收
む
る
能
は
f

し
む
，
彼
は
一
千 

一
f

才—

タ
I

の
小
麥
ょ
i

る 

資
本
を
所
有
し
て
一
百
三
十
家
族
餘
8

働
を
支
配
す
。
他
の
資
本
囊
は
一
千
ク
ォ
丨
タ
丨
の
小
麥
を
夜
す
る
も
• 

そ
の
支
雨
す
る
勞
働
は
.1:

享

九

S

た
ら
ず
に
す
ぎ
.て
か
く
て
最
初
の
ニ
資
本
家
は
、
利
潤
率
は
約
一
分
？
 

〗

す
る
も
資
本
ソ
饭
値
及
び
和
夢
額
は
僧
加
せ
る
を
み
る

.

然
る
に
他
の
資
本
家
は
總
て
*

資
本Q

.

當

も

、
利 

_

額
も
ノ 
f

減

少

せ

秦

み
_

ぅ
。
^

に
於
て
か
彼
等
は
*

利
潤
率
を
篇
に
し
て
も
、
資
本
の
價
吣
を
毀
贤 

パ
せ
I

む
'ど

多
力
、

次
き「

次
i

最
初
の
資
本
家
に
倣
ひ

て

.、

從
前
自
家
用
貨
物
の
供
給
に
使

用

せ

る
勞
#
:
の
一

S

割

ぃ

i

l

產

に

：投

t

か

< 

J
に

一

國

S

3

霸

は

一

分

方

下

落

す

言

、

年

々

の

所

«

ー
西
ク
ォ
ー
タ
ー
の
小
麥
^
*

1

西
樽
の
菊
萄
酒
ょ
办
成
、る

に

到

る

。
，

 

‘ 

i
, 

< ;?丨 

么
j

、レ
も
.
か

、
る
和
择
维
の
下
落
は
勞
傲
家
族
數
を
不
變
な
す
る
假
定
に
基
い
て
の
'

與
な
り
'
然
る

こ 

力
ぐ
の
t

は
殆
ん
H

 V

か
：I

、
勞
銀
の
I

I

働
_

力
E

S

し
き
i

l

f

戴
考
の
割 

合
を
從
前
に
復
す
る
ま
で
A

ロ
I

加
せ
し
む
く
.
か
ぐ
て
シ

r

ョ
ァ
は
f

こ
つ
の
假
說
f

謙

家
：が 

ー
I

 

な
つ
て
活
I

る
事
及
び
勞
働
者
數
の
不
變
の
.假
說
を
撤
去
し
て
、
.問
題
を
S

に
雲
に
接
近
せ
し
め
た
.
る
が
* 

?

に
又
V 

一
J a

£

沃

地

を

霧

に

有

す
I

の
假
說
を
も
？

，
人
S

密
な
る
國
に
於
で
、■

斯

觀

を

考

察 

し
て
：？

「

人

口

湯

：
^
る
國
に
於
て
勞
働
の
諸
力
：が
人
|

進
の
間
.
不
變

業
に
：：於
て

は

之

に

伴

つ

て

勞

働

は

ょ

：り

簾

的

J

り
，
' 農
業
に
：於

て
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S

練
；I

加

者

し

ぐ

ゆ

土.
 
f

第
二
.

I

‘ 
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九
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ア

義

論
：
.
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ニ

九
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m

s

r十r

膝

洤

ハ

ニ

) 

v

or'
の

雛

論 

號

#
 

ニ

げ

久
&

廉

&

£

|

ら
れ：
|

ば
却
っ
て
，
W

少
す
。
然

為

勞

衝
f

 

_
費
ず
I

は

藝

.

物
S

息
 

な
る
‘加
：丁
|

真

敗

ね

，
土

寒

.象

ら
’

さ
る
卜
L

.

故
に
ft

隊
に
於
て
.
.は
利
_

率
が
資
本
输
加
に
,

ウ
T.
.

T

#

せ
る
き
を
ば
之
が
叫
街
は
，變
«;

於

下
. ^
^

 

る
か
34
^

劣
等
剌
作
，の
必
#

が
綏
和
せ
.

』

：|

«

ぐ
ん
ば
'

"

鄭
^̂
^

'敗

ら

に

5;
:
.っ
の

假

說

飯

$

|

。
.
一
 
國

の

.全
資

S

毎

年

消

？

 

S

生

霞

せ

.

|
ま

の

亦

_
之

.？

^

i

義

重

產

に

投

ず

著

家

族

.に
f

に

囊

縣

る

■

に
之
を
雛
_

の

生

鑛
.

1

、
■

«

次
ニ 

人
1

S

E

S

仕
事
を一 .

食

で

.爲
f

得

し

む

：る

苏

器

ょ

。
翁S

各

資

本

蒙

一
 

西
I

I

働
の
處

f

る

i

 

f

 

r十
家
f

の

節

？
十
■

族
の
勞
働
の
所

S

I

家

用

の

貨

物

く
而

し
 

て
豪
族
の
勞
働
の
所
産
た
る
機
械
を
有
ず
。•
然

も

に

以

後

S

S

V

彼

望

十

加

家

細

の

歡

に

依

っ

て 

1

1

1

十
家
族
分
の
勞
銀
露
得
し
V

I

用
貧
物
の
维
產
に
.一
一
十
1
家
族
を
使
勝
し
« -

べ
し
'。
從
？

利
澗
の
率 

も
額
む
何
等
勞
銀
を
減
少
す
厶
_

な
く
し
て
、
»

加
す
べ
し
ど
。

:
:
;
.
/

_
於

上

ぎ
®

し
て
！i

ベ
ら
く
、P

勞
銀
生
.產
に
於
け
‘る
前
拂
の
侧
俯
ビ
收
權
の
侧
値
ビ
の
：羞
は
，
そ
の
.0
0
に
t

だ 

っ
_
問
に
へ
於
5

1

 

§

f

ら

れ

た

る

努

働

量

气

こ

の

紙

銀

層

產
t

s

た
|

瘡

1

し
得
べ
き
勞
W
 

;^

ど
の
®
 
合

に

左

右

せ

、
ら
-
る

ぞ

(
s
i
n
i
o
r
.

 

s

d

.

1
00
00
-i 9

4

ノ
。

,
以
上
を
以
て
不
完
全
な
が
ら
利
_

の
.葸
«'
そ

の

率

及

び

额

を

喷

配

す

な

の

掩

則

に

關

す

る

シ

ニ

ョ

ァ

の

說

を

紹

卞 

所
は
分
K

,論
に
於
け
る
利
渦
の
_

位
即
ち
利
潤
が
地」

代
及
び
勞
銀
に
對
で
S -
|«
|

係
な
ぅ
。
こ
の
ぅ
ぢ
，努
. 

銀
に
#

す
る
的
題
は
、
利
_
,
4
>
.
說

明

し

ひ

、

あ
るKJ
に
於
で
、
d
ffe

こ
L

し
冬
>

1
こ
}

。

5 

C

U

V :
へ
二 

'

シ
ユ
ョ
r

の

賢

繼
I

t

 

5

際
に
も
、
I

之
D
論
■

る
を
以
て
此
f

 

S

を
|

|

>

 

t

,

-
4I
l 

す
ろ
も
0.
の
み
を
述
べ
ん
匕
ず
0 

:
 

: 

! 

j

(

i

,

.
:
地
代
ど
羽
消
の
關
係
は
最
代
の
裔
義
を
明
に
す
る
に
依
り
て
解
か
.る
、べ
し
。

.

1
ノ
ア
.

^

雜
し
て「

虹
代W

は
土
地
盡
物
の
一
部
に
し
て
土
壤
の
原
始
的
不
滅
の
諸
力
の
®
用 

ま

し

'
地
主
に
支
拂
は
f

l

」

ど
云
へ
り
S

O

I

.
 

K

 

p
o
l
'
£
c
o
.

 

f

 

I

 

e
d

 

p
.

 

4
4
)
0

こ

の

裏

に
：於
け

る

地

代

の

說

明

は

、
.所

f

力

ア

ド

ォ
の
地
代
論
£

て
周
知
の
も
の
？

。
シ-

1

ョ
ア
も
亦
大
赞
に
於

^ ;

春

踏

襲

す
I

共
に
f

に
之
を
籠
し
一
切
の
無
證
所
得
を
こ
の
名
辭
中
に
抱
^

せ
し
め
た
り

。

s

f

 

に
依
れ
ぱ
努
働
の
報
酬
，J

勞
銀
及
び
制
欲
S

に
概
牲
に
對
す
る
報
酬
ぞ
。
然
る
に
例
へ
ば
心
身
の
特
|

坐 

f

 

I

す
4

殊
利
益
.の
：如
き
t

の
南
者
の
谷
れ
に
も
該
常
¥

。
.〕

れ
等
は
.土
5

代
ビ
I
の
S

類
似
す 

る
f

て

之

繁

も

地

代

ど

同

一

U

収
扱
は
む
ど
す
る
な
り
。

'

即

ちr

地
代
ど
は
、

©

然

又

ば

宰
J

收

念

则
 

る

何

等

の

雾

？

しt

、

與

墓

も

の
S

ぐ
I

f

行
#

又

農

本

の

：霞

 

d

l

i

t
る

i

切
の
も
の
？

L
從

つ
I

は1

種

の「

剩

餘

所

微
f

」
(

s
l

i
b
『

p
.
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故

に

、
そ
は
勞
銀 

g

利
f

 

き
に
5

,

從

？

一
 

國

の

生

馨
f

陬

に

於

气

前

一：
f

 

f

す
る

勞
,

•
郝
裳
び
地
代
の
意
#

は
、
：上
述
.の
如
ぐ
に
しK

.
I
.

風
明
■

に
.區
分
せ
ら
れ
？

^

そ
は
良

l

i

.
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n
K

の
利
®| 

.笫JD

號

{.一
三

莨
く
#

作
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
土
壤
の
價
値
の
大
部
分
を
#

成
す
る
諸
改
良
は
、
總
て
且
つ
永
久
に
資
本
ど
.稱
せ 

f

 r

き
ゃ
、

ロ 

I

マ
A

が
埋
立
て
た
る

ジ

ン

カ

I
ン

シ

ャ

ー

の

土

地

の

現

所

有

者

：が

タ

小

作

人

ょ

り

受

.ぐ

6

0

 

は
レ
ン
ト
に
非
t

し
て
、
十

五
-i
l
l：
紀
前
に
费
さ
れ
た
る
資
本
の
利
潤
^

秘
せ
&

る
べ
き
や
0

答
え
に
日
ぐ
、
レ
ン
ト 

ど
利
潤
の
區
別
は
、
資
本
が
そ
の
存
在
を
、
そ
の
人
の
制
欲V

J

努
力
ど
に
負
は
ざ
る
者
に
與
え
ら
る
、
時
は
全
ぐ
庇 

.
用
に
歸
す
。
船
渠
、
運
河
等
ょ
：り
生
す
る
收
入
は
そ
の
最
初
の
藤
設
.者
の
手
中
に
於
て
は
利
渦
た
り
、
そ
は
彼
の
制 

:
欲
に
對
す
る
報
酬
た
り

.:
0

然
る
に
彼
の
相
續
者
の
手
中
に
於
て
は
レ
：
ン
ト
の」

切
の
屬
性
を
具
有
す
，彼
，に
ビ
：り
て
、
 

そ
は
幸
運
.の
服
に
し
て
犠
性Q

成
粜
に
非
ず
3
洵
に
か
、
る
收
入
は
船
渠
又
は
運
河
.を
賀
_

し
て
、
そ
の
代
價
、を
革
樂 

に
f

f

の
制
欲
に
對
す
る
報

■

な
ぅ
ど
い
は

Y

い
ひ
#

ベ

か

ら

む

も

，
然
ら
：ば
.間

一
の

®

は
、

一
切
の
可
讓
財 

產
に
適
用
せ
ら
る
べ
し
。
凡
ゆ
る
所
葙
地
は
、
之
を
賣
却
し
て
そ
の
代
金
を
烺
汶
し
榥
べ
し
、
さ
れ
ば
®

し
か
ぐ
の

如
き
分
類
を
採
用
せ
.ん
か
、經
濟
學
者
が
レ

y
.ト
ビ
名
付
ぐ
る
も
の

の
大
部
分
は
利
澗
ビ
稱
せ

ら
れ
ざ
る
ベ
か
ら
す
。 
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ロングフィ

I

ル
ド
も
亦
制
欲
說
の
核
心
ヒ
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
捕
え
た
ろ
如
し)

:

は

5 C

後

に

之

を

聊

入

し

て

之
.か
與
*フ
る
享
樂
を
求
め
て
消
.货
す
る
者
の
手
に
歸
す
る
辦
こ
、
に
到
る 

ま
で
は
、
之
を
生
産
す
る
勞
働
は
未
だ
享
樂
を
生
產
せ
る
も
の
に
非
す
。
而
し
て
®

®

の
生
淹
及
び
交
換
に
#
%
す 

る
激
は
彼
等
の
勞
銀
及
び
利
潤
を
柯
等
か
他
の
生
鹿
的
源
礙
よ
.り
^!

出
さ
ざ
る
ベ
か
ら
す
。
こ
の
事
は
窮
屈
の

'
K

#

を
受
く
る
事
な
ぐ
し
て
'
 
が

、
る
長
時
間
止
ま
り
得
る
も
の
に
非
ず
。
乞
.ふ
、
如
何
に
し
て
そ
が
緩
和
ぜ
，ら
：.る 

> 
か 

を
檢
せ
し
め
ょ
、
勞
働
者
は
彼
を
爝
傭
せ
る
エ
業
家
に
依
つ
て
支
拂
は
る
丨
而
し
て
彼
は
ぞ
の
勞
銀
を
街
己
が
適
當 

士
信
ず
る
道
に
费
し
、
自
己
0

生
產
物
は
未
だ
柯
人
に
依
づ
て
も
消
#
せ
ら
れ
す
ど
雖
も
*
彼
は
他
人
の
勞
否
の
生 

產
物
を
消
費
すV

彼
は
，
利
燜
を
得)

が
爲
め
に
自
己
の
左
右
し

#>
る
革
费
わ」

抑

制

わ
い 

'
甫
射
に
ぃ
^

ン
ブ
て
^

^
す

^

^

^̂-
. subsisting 
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W
D 

a
d
v
a
n
c
e
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. 

from. 

some,_ 

n
e
r
s

o-n. 

w
h
o
,

 

for 

the.;'sake 
o
f
:
p
r
o
s
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f
r
o
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e
n
j
o
y
m
e
n
t

 w
i
t
h

 

in 

h:s 

r
e
a
c
h)

。

又
、工
業
家
は
之
を
卸
商
に
賣
卸
商
は
之
を
小
賣 

商
に
小
賣
商
は
洱
た
消
赞
费
に
賀
る
。
各
自
は
該
品
物
の
所
有
が
移
るv

き
S

己
の
次
の
者
ょ
\

利
潤
く
典
に
前 

'柳
额
を
受
M:
す
。
各
自
は
商
己
に
先
だ
つ
所
有
激
に
豫
.め
存
在
す
る
貨
物
を
以
て
艾
拂
ふ
0

こ
0
貨
物
ば
こ
れ
を
か
' 

く
の
如
く
利
潤
の
爲
め
に
S

さ
ず
し
て
享
樂
の
源
礙
に
變
せ
ん
ミ
す
れ
ば
變
じ
得V

か
り
し
も
の
な
り
。
然
る
に
貨 

物
か
不
生
產
的
消
©

者
の
所
有
に
歸
す
る
ま
で

-,
該
貨
物
享
樂
の
停
止
ぁ

.

C
V。

彼
は
之
が
‘製

造

の

勞

働及
び
、

の
介
在
せ
る
利
潤
を
支
拂
ふ
.
:

厢
主
は
直
ち
に
勞
銀
を
支
•'織
ひ
、
之
に
代
つ
て
#

*

の
债
値
を
收
得

す

。
：こ
の 

勞
働
は
最
も
有
利
に
處
證
せ
ら
る
べ
き
な
り
、
頎
主
は
利
澗
の
：爲
'め
に
之
を
爲
す
。
故
{:
品
_
に
间
着
又
は
移
さ
れ 

た
る
勞
働
.の
慣
値
は
該
勞
働
の
勞
銀
：ょ
り
も
大
な
り
。
こ
の
盖
額
は
資
本
家
乃
前
拂
に
對
す
る
利
潤
は
b
o 

:.

. 

和
满
率
は
資
本
家
の
爲
せ
る
前
柳
ど
.、
彼
が
收
得
す
る
收
|1
の
割
合
拉
び
に
該
前
拂
が
爲
ざ
，石
、
§
間
の
長
さ
に
左 

右
せ
ら
る
云
々」
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ロ
ン

ク
フ
ィ
ー
ル
ト
か
_m
義」

は
ニ
八
三
四
年
に
出
版
せ
ら
れ
た
り
。
之
に
對
し
シ
二
ョ
ァ
の「

經
濟
學」

の
出
版 

は
一
八
五
〇
年
な
る
が
故
に
そ
の
間
十
六
年
を
經
過
せ
J

雖
も
、
こ
の「

經
濟
學
し
は
.一
八
三
六
年
出
版
のr

經
濟 

’
维
ニ
十
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シ
二
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敗
.

^
 

ニ
ー
四 

學
槪

[ ^」
を
エ
シ
サ
イ
ク
死
ビ
デ
ィ
ァ
、
メ
ト
ロ
ボ
ソ
タ
ナ
中
に
採
錄

’し
た
る
に
歡
ぎ
中

0
故
に
« '

際
は
ロ
シ
^
ス 

ノ

の

.：

へ：：

itt

ど％ごョァの
「

@

濟
辱
1

?
は
傾
々
ニ
ケ
年
の
^

を
有
す
る
に
過
^

す
^

雖
も
觅
に
約「

«

» :
1
'

」

¥

.
「

講
義」

に

後

れ

た

る

は

離

實

な

匕

然

れ

将

- 

3 

T 

r

o

^

l
 

o
n

 

t
h
e

 

i

 of: 

o
b

t
s

g

 

m

l

中
6

人

は
l

a

l

な
る
文
字
t

出
し
旦
つ
■

餘

働

5

崖
 

す
も
，の
^'

考
へ
ら
れ
た
'
る
を
み
^

?

「

渚
し
#

*

の
歲
が
全
一
ぐ
利
测
率
の
差
よ
6

生

ず

な

な

ら.ば
‘

勞

働

考

の

失

ふ

處

は

總

：て

資

本

家

0

得
厶
處
と
な
る 

■ f

し

铯

0

て
等
* :

の

勞

藥

ど

利

澗

を

费

し

，て
.
.、

或

は

爲
<

の
甩
|
0を
以
て
せ
ば
.，
_

0:

終
働
ざ
.制

欲

に

依

つ

て 

冱

產

せ

ら

れ4

石
貨
物
の
、« ;

に
於
け
ろ
總
價
値
は
等
し

.が
る
べ
し

」

ビ
0 (

isi
d

.

p

/fe

麵
に
は
、
制
欲
な
る
語
義
‘

に
關
し
ヤ
S

0

說
明
を
加
え
令
眾
に
、

「
艾

g

用
語
■

て
せ
ば」

ど
ぃ
へ
令
に
過
ぎ
す
。.
こ
の
取
よ
k

じ
て
'
丨

T

i
 

M
 

^

0

L 
^
 

^
.
s 
 ̂
u
p 

^

^

»
-

「

八 
一
 

5

今
牛
辨
大
學
に
於
て
行
.は
れ
/2
_

義

"
I
n
t
r
o
l
o
i
r
y

 

L
e
c
t
u
r
e
s

 

b
e
f
b
s

 

t
h
e
c
n
l

 
く er

 

等
d

f

0

X

1
 

?

:

丨
i l
H

さ
る
へ
き
か
不
蜂
に

t

T

此
»

を
未
た
兑
&

を
得
ざ
る
私
(1
^

つ
て
は
、
こ
ば
取
な
る
椎
测
ぱ
^

^.

ま
る
9 

h

各
H

li

甘
よ
.
シ
ー
一
^

ァ
の「

制
欲
歌」

は
V 
ロ
ン
グ
.フ
ィ
.

I
火
ド
の
#

議
：出
版
以
前
に
主
：張
せ
ら
れ
た
る
は
明
な
ヶ
°

又
'

-

If

は

，
W

說
は
依
然
シ
ニ
’
ョ
r

の
创
意
に
か
.、
る
も
の
<
稱
す
る
^
微
；へ
き
沪
。
そ
れ
に
し
て
も
、

ロ 

\
グ
'
ス
ィ
ー 

ル'
ド
が
、
遂
It

シ
ニ 

4 K,

の
名
を
擧
げ
贫
亦
シ
ーI

ョ
ァ
も
、
前
.記「

課
義」

に
蜂
る
>
,
j
.布
即
ち|

八
三
五
年
に
出
版
：
‘

.

1

せ
ら
.れ
た
な
.口
ノ
ン
グ
ブ
ィ
！

が
、ド
が「

_

ぎ

ぞ

0
か
.ぞ
 

霧

る

.|
:

#
:6
す
。c

s
‘enloIV 

P
O
L

 -
E
?

 

• V 

w
f
v 

> 
自
0
1
<殆
：ん V

J
W

;5
含
說
を
举
s«
し 

つ
：
 

>
ぁ
..る
1

_
義」

を

，引

用

せ

ざ
'

し

は

如

何

な

る

现

：

|1
1
:{
:
.出

で

た

《

.
併

し

乍

ら

小

泉

敎

授

の

言

は

れ

，た
る
如

X

、
制

欲
0

^

想
、は

決

し

て

新

奇

な

る

も

の

に
^

ず
。
ボ
丈
丨
ム
バ
グ
エ 

>

ク
の
傅
ぅ
る
處
に
よ
れ
ばS

c
r
o
p
e

の
如
会
そ
の
荷
力
な
る
先
扉
者
<?
.看
做
5
る
べ
き
も
の
な
.

C
S。

「
N

e
b

e
l

 

.は
資
本
;0

動
務
0

交
換
：惯
値
0

說
_

を
-

資
本
が
多
少V

も
に
.苦
痛
な
: ^
§

d

xv
は
努
力
を
迪
じ 

'■
:

て
め
み
' «

得
し
^

ら
る
、
:«

及
：び
人
が
'之

を

負

傭

す

る

は

、

之

に

應
^'
る

利

益

を

取

得

し

得

る

に

依

つ

て

の

み

な 

:る

事

に

见

；
州

，
せ
：
り

。

;

;

ス
：
ク.，
ね—

フ
.は

间

：
ー- 0
»

念

を
|

«

£接
.的
に
彼
_

せ
3

。
'作
*

に
費
さ
れ
た
る
資
本
の
補
塡
以
上
に
、
游
干
の 

:#

祿
が
資
本
に
#

し
て
殘
; ^
:ざ

，る

ベ

か

ら

ざ

る

；所

以

を

說

明

し

た

る

後

r

資
本
の
所
有
者
が
そ
の
资
本
の
生
産

 々

:
:使
片
に
依
つ
T

獲
#
す

或

w

li
i

彼
の
w

f t

の
.';
'
一
 

部
を
.個
^

的
!«

足
に
消
©

ず
る
也
M J

紙
か
る
事
に
對
し
て 

の
彼
へ
の
補
償
な
り
ど
の
！f

よ
り
考
2

る
べ
き
も
の
な
::
'
!
)

」

ど
«

齊

ぜ

り

c
s
c
r

:op
e

 

P
r
I

霧

^

'*o
f

 

P
O
L
‘E

C
O
.

や 

.1
4
1
6
)

 

(
B
6
h
m
-
B
1

e
r

ダ

c
a

f

 i 

a
n
d

 

I

f.cst 

1
3
ネ

p
.

 

2N【

：
然
れ
，共
菩
/
<
は
:'
&

處
に
淤
て
も
本
替
の
出
版
.&>

.ー
 

八
三
三
^

な

る

を

注

隹

せ

ぎ

る

べ

‘か
ら
^

。

シ
ニ 

iョ
ア
の
：

L
e
c
t
u
r
e
s

 

§
 th

e

 

c
o
i
r
o
f

 

o
b
t
i
a
i
n
i
p
j

 

1
3
3
0

に
，

三
ヶ 

年

後
L

I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
r
y
C
c
t
u
r
e
s
」
8
2
7

に

六

ヶ

年

後

る

、^

の
^

る
を
記
憶
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
^
。

,

.

.各
れ
'に
せ

よ》

丨
シ
ャ

'
ル
の
所
謂

s

B'
i

.

r

l

T

o

.

A

b

s

t

l

n

e

n

q

e

^

i

g
 

.

資
本
$

作

用

刺

潤

の

發

生

.
等
 

に
咖
し
，て
、

相
當
深
き
理
解
を
%

す
る
者
.の
®

«

に
は
、
自
ふ
浮
び
出
づ
る
姐
&

な
么
べ
し
、

た
^

波
以
前
/)
炎
國 

; ®

濟
摩
W

-U

、
之
女
吏
に
|
.深
ぐ
.
»剖
し
て
遂
に
i

欲』

な
る
^

<

、：の
心
珣
.的

括

晋

諫

で

還
1兀
ず
る
事
«
か
ぅ
し
な

第

二

十

一

卷

(

九
六
七

)

:
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,ョ
ァI

I

 

‘
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I 

.
,
:

:

命
I

;

一
 

i

っ



I

#/
二
す1

卷

(

九
六
八)

'y
i
lョ
ァ
ゆ
利
调
論

 

第七
！！

1
ニ
山
、

P
，
云
ひ
得
、ベ
く
ん
瓜
い
シ
二
ョ
ァ
が
英
國
經
濟
學
に
於
け
る
利
潤
論
に
占
む
る
地
位
は
こ
、
に
存
す
べ
し
、
固
ょ 

6

; *

述
の
如
く
利
澗
雄
騰
落
の
旅
3

に
就
い
て
も
彼
は
多
ぐ
を
い
へ
り
、V」

雖
も
、
彼
處
に
ぁ
り
て
は
制
欲
な
る
文
，
 

i

ゴ
を
使
用
す
る
も
寧
ろ
資
本V

い
.ふ
の
一
層
適
切
な
る
を
感
ず
る
な
り
、
彼
自
身
ど
.雖
もv

屢「

資
本」

を
お

へ
る
な 

り

.0

さ
れ
ば
、
吾
等
は
先
®

淨
田
誠
1
氏
が「

彼
の
利
子
論
史
上
に
於
け
る
功
績
は
專
(.
.
利
.潤
成
阁
論
に
荐
す」

ど
の 

言
集
に
■

意
を
表
す
る
も
の
な
り
。
併
し
乍
ら
同
時
に

「

彼
の
■摘

欲

說

を

以

て

、

「

正

統

學

派

の

利

_

論

の

最

大

收

獲 

な
ぅ
V

S

ふ
も
*
敢
て
過
言
に
は
非
ざ
る
べ
し」

ど
の
見
解
に
對
し
て
は
、
0

s

s

t

も
の
な 
'

之
を
肖
^
 

_す
ベ〜

五
！！

等
は
..ラ

ッ

サ

ァ

ル

の

批

評

が
餘
り
に
姻

快

な
る
を
忘

る
>
能
は

ざ

る
S
共
に
、
制
欲
は
軍
な
る

消
極
的
行 

爲
な
り
ど
の
有
力
な
る
批
雛
：

i

對
す
る

'
シH

ョ
ァ
の
答
辭
が
、
顧
.み
て
他
を
い
ふ
の
觀
あ
る
を
嘆
せ
ざ
る
を
筲
ざ
る

:

:
I

S

S

厲

S

S

る
f

 

I

上

t

s

泰

。

;:
:
ィ
ン
ク
ラ
ム
は
利
®
ざ
勞
銀
の
關
係
に
關

す
る
彼
の
說
明
を
以
て「

特
に
價
値
あ
る
も
の
な
り
I

s
い
へ
-c
sc
. K
.

 

I
n
g
r
a
m
.
K
i
s
t
o
r
y

 

o
f 

P
O
I
M
C
O
. 

p, 

i ?
6ン

D
a
v
g
p
o
r
t

 

a

「

利
字
は
生
產
要
素V

し
て
の
制
欲
の
奉
仕
('
'
:對
し
て
支
拂
は
：る
、
に
非
す
し
て
資
本
の
奉
仕
に 

il

し
て
支
拂
は
る
、
な
リ

L
ど
評
せ
り
.、
吾
人
は
こ
の
批
難
が
頗
ろ
肯
綮
に
當
れ
る
を
覺
ゆ
？

vf
o

に
資
本
の
存
在
は
，

‘

沏
欲
に
負
ふ
處
あ
る
ベ
し

V
J

雖
も
ノ
そ
の
故
に
庇
ち
に
利
澗
は
制
欲
の
#

酬
な
り
ど
は
斷
じ
が
た
し

o

し
か
論
す
る 

:

が
爲
め
に
は
>

锏
欲
の
大
小
'じ
利
潤
の
大
小V

J

が

j

致

，せ

ざ

る

事

の

餘

り

に

多

き

を

。

他

の

^

情
に
し
て
等
し
^
す 

れ
.ば

、

成

量

の

資

本

の

利

，倘

'(
1

倍

: 1
:

の
資
本
の
利
胸
0
|
1
.分
0
:
1
:な
：.る
、べ
し
。
然
る
に
制
欲
者
侧
に
於
て
は
或
a

の
'

き
欲
の
送
》
ヵ
必
す
し
も
そ
の
ニ
.倍
.-1
の
制
欲
の
廣
痛
の
ニ
分
：の
一
ど
な
る
も
の
に
非
t

ヌ〜

或
則
即
の
刹
润
额 

は
そ
の
ニ
^

の
_

出
の
利
揩
«1
の
ニ
：分
の
|
な
る
，べ
し
。
然
る
に
制
欲
の
苦
、
痛
は
必

ず

し

も

し

か

.
め

る

も

の

に

非 

ず
、
事
集
、
彼
は
、
利
潤
成
因
の
說
明
に
際
し
て
は
，
そ
の
苦
痛
V

犠
姓
等
を
云
ふ
も
利
潤
騰
落
論
に
於
て
は
全
く 

之
を
數
_

に
み
た
ぅ
:0

元
來
人
の
苦
痛
快
樂
の
如
き
感
情
は
し
か
ぐ
» :
量
的
に
測
定
し
得
る
も
の
に
,

ず
0

兄
/
V 

::
;
♦

苦
痛
の
大
小
|

; «

の
所
谛
の
大
小
，
更
ら
'に
進
み
て
は
、
該
所
產
の
使
用
の
利

益

：..の

大

小

ど

は

決

し

て

比
例
す 

る
も
の
：に
刿
ざ
る
に
淤
て
を
や
> 

洵
に
シ

一
一
ョ
ァ
は
、
そ
の
制
欲
說
を
利
潤
成
因
の
說
明
に
の
：み
適
用
す
ベ
か
り
し 

'
:■
な
P
'
殊
に
幾
多
の
不
便
：ど
況
亂
と
は
利
子
ど
利
澗
.が
龆
別
せ
ら
れ
ざ
り
し
ょ
り
發
せ
り
。
.
市
#

の
^

兄
に
左
右
个」 

、ら
る
‘、
利
潤
の
騰
落
を
、
之
に
華
ぐ
®
係
な
き
人
の
心
的
苦
痛
に
依
つ
て
の
み
說
明
せ
ん
ぞ
す
る
そ
の
辦
が
旣
に
多 

大
の
®

®

を

豫

想

せ

し

む

る

な

り

？
之

に

反

し

利

子

に

關

し

て

は

遙

.に

な

だ

ら

か

に

適
用
せ
ら

る

、
を

み

る

。

こ
は 

:

、
や
が
てポ

：：

エ
ム
、

グ
ァ
エ
ル
ク
の
利
子
說
を
生
む
の
母
^

な
か
リ
。

.

グ
ク
は
，
斯
說
.の

含

む

諸

缺

點

皇
0 ;

に
分
類
せ
办
。
日
く「

シ
一1

一
ァ
は
、
そ
れ
自
身
全
く 

正
常
な
る
觀
念
の
上
に
、
，

に
も
！ 

J

括
的
な
る
概
括
を
爲
し
又
そ
を
餘
4

に
も
典
型
せ
し
て
使
用
し
た
々
。
滿 

足
の
.延
卯
な
る|

要

素

が
::

利
子
の
發
生
に
ニ
定
の
影
響
を
及
ぼ
す
は
疑
ひ
な
し
★

雖
も
そ
の
影
響
は
、
利
子
を
以 

て
.

*
丨

带

欲
9

贫
銀」

な
I

し
て
說
明
し
去
る
を
，許
す
程
に
、

し

か

ぐ

單

純

、
直

接

：又

似

抱

括

的

の

も

の

に

非

す

」

 

ミ

叉
日
ぐ「

シ
一1.

ョ
ァ
は
彼
の
理
論
中
實
：に
疋
當
な
る
部
分
を
、
攻
擊
さ
れ
爲
き
形
に
於
て
表
_

せ

ぅ

、
佘

は

制

欲

：
 

を
以
て
一
個
の
»

立
的
犠
牲
暴
倣
す
を
以
て
、
'

の
論
理
I

陷
f

ビ
信
ず」

どo

又
'日 
<「

ジ
.ニ
ョ
ァ
の
說
の 

第
三
の
缺
S

彼
が
利
子
を
以
て
價
値
論
の
一
部
5

し
以
て
、
生
產
费
に
依
つ
て
貨
物
の
價
値
を
說
明
せ
る
事
な 

:

:
笫
ニ
十
5
 

(

九
S

I

1

5
ァ
謹
論 

笫

七

號

ニ

一

七



贫
ニ
十
一
他(

九
七
〇)

シ
二
日
ア
；の
.刹
湖
論

 

第
4
3號

二

1

ベ

こ

^
\
J
.̂
o
<
. 

.

'
. 

. 

. 

' 

, 

: 

! 

' 

.

,

こ
れ
等
の
所.

-I

日
中
- *

第
三
.の
•
も

の

を

少

し

ぐ

詳

述

：

.せ
ん
に
た
ヾ

」

へ
斯
說
.の

並

當

な

る*

許

容

し

て

ー「

炎
；用
の
法

到
は
ゾ
は
、
任
意
に
^ 1
1

柯
宄
石
量
亡
淤
て
名
稗
钜
淹
し
得
ら
る
べ
含
一
純
の
財
に
關
し
^

の
み
.，
明
白
に
近
用
す
、

.故
に
シ
ブ
ョ
ァ
が
彼
の
刺
子
論
£

て
；
=
¥に
部
翁
な
る
價
値
論

p

醫

？

な

す

限

先：

奮

は

f

分
的
f

得

々
に
北
ま
る
。
そ
は
、
任
葸
に
时
生
谦
し
#

貨
物
め
生
産
'<
;

於
け
る
刺
渦
を
說
明
す
る
を
#

ベ
し
e
 

々
れ 

以
.外
の
利
澗
は
«

て
>

そ
^ >
« :

外
に
出
づ
る
の
理
ぱ
り
。

：

：

’ 

■

本
論
文

^
終
ら
む
ど
す
る
に

.當
つ
て
、
私
は
、ボ

-

|

ム
、

V

ゥ

H

ル
リ
の

a
葉
'を

引

用

せ

ん

ど

す

る 

■
'
.

:
.
シ
ニ
ョ
ァ
の
制
欲
_

は
谓
子
に
哝
方
す
る
經
»

舉
者
の
僩
に
、
务
大
の
人
_
を

1$
し

.
た

ク

0傲し乍
ら
余
を
以
て 

み
れ
ぱ
こ
の
人
氣
は
理
論

(£
し
て
の
そ
の
«

威
ょ
り
も
*
寧
ろ
力
利
子
に
谓
す
る
峻
烈
な
る
攻
擊
に
對
し
て
之
を
支 

持
す
ベ
^

好
時
機
に
來
れ「

る

が

故
,^

り
'

佘
が
，
か
、
る
推
論
を
潙
す
も
の
は
：、

'
後
の
澌
說
の
代
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